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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 近年、3D-to-2D model-to-image registration techniqueを用いた高精度

動態解析法の手技が確立された。本研究の目的はこの方法を用いて内外旋動作

および肩甲骨面挙上動作時における健常肩関節動態を評価することである。 

 健常者10人を対象とした。まず、内外旋動作および肩甲骨面挙上動作をフラ

ットパネルX線ディテクターにて連続X線撮影した。次に、仮想デジタル再構成

画像を作成するために3次元CTを撮影した。さらに、三次元CTのボクセルデー

タから投影像を計算機上で再構成し、連続X線撮影画像と画像相関を用いたイ

メージマッチングが行われた。これによって内外旋動作および肩甲骨面挙上動

作時における上腕骨と肩甲骨の3次元的位置を決定した。 

 その結果、肩甲骨面挙上動作にて上腕骨が肩甲骨に対し33.6度外旋すること

また、下垂位外旋動作にて上腕骨頭中心は2.5 mm後方へ移動することがわか

った。本研究の肩関節動態データは病的な肩関節の動態を評価する際の基準と

なることが期待される。 

 

 本論文についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて

説明を求め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事

項について種々質問を行い、満足すべき回答を得た。 

 以上のことから、調査委員合議の結果、試験は合格であると判断した。 

 

 
 

  


